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　新年明けましておめでとうございます、

会員各位には、心新たに新年をお迎えのこ

とお慶び申し上げます。

　平素より本会の諸事業にご理解とご協力

を賜り心から感謝申し上げます。

　さて昨年は過ぎ去った年ではありました

が、本会にとりまして忘れることのできな

い一年でありました。

　春まだ浅い３月11日、宮城県沖を震源地

とする巨大地震が起こり、引き起こされた

大津波は青森県から三陸、関東地方沿岸部

を襲い、手の施しようのない残酷な大災害

を引き起こしました、東日本大震災であり

ました。

　本会は日本薬剤師会の被災地支援スキー

ムにより４月から６月末まで、宮城県石巻

市、女川町において活動いたしました、全

国の延べ8,000名を越える薬剤師の方とと

もに医師、看護師、保健師等の医療関係者

と協力し被災地医療支援に参加しました。

　私が現地へ派遣された頃は４月半ば過ぎ

でしたが、潮のにおいが混ったヘドロの粉

塵が飛び交い、桜が咲きそしてまた粉雪が

降るなか現地の関係者は寝食を忘れて支援

活動を行っていました。

　このような未だ経験をしたことのない今

回の支援活動からどうしても何を学びと

り、そして今後に備え活かさなければ、多

くの犠牲者の方に大変申し訳なく思いま

す。

　また９月には前会長徳久和夫先生が突然

にご逝去されました、先生が長年情熱を傾

けられた六年制薬剤師の誕生目前のことで

した。

　本年には新薬剤師が誕生します、先生と

共に目にすることが出来ないことは大変寂

しいことであり残念に思いますが、確実に

新たな時代への幕が開き、明日への歩みが

始まりまる事でしょう。

　そして本年は新たな組織へ移行する年に

なります、現在の社団法人から公益社団法

人へ、会員各位のご協力のもと新定款等を

決定し、諸手続きを開始して、新たな組織

への申請を行う一年でもあります。

　公益社団法人は常にその活動を通じ社会

の保健衛生向上に貢献する薬剤師集団の組

織であります。

　具体的には、本年は本会主要事業である

在宅･介護医療向上に関する事業は開始以

来３年目をむかえます、当初の事業計画に

沿って確実な取組みを行っていきます。

　特に本年は医療保険及び介護保険の両保

険制度が同時に改定されると年にあたりま

す。

年　頭　所　感
石川県薬剤師会　　　　　　　　

会　長　能　村　明　文
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私達の真剣な医療及び介護両保険への対応

と体制整備が特に求められます。

　また、薬剤師職能を生かす活動として特

に現代の五大疾病の一つである「うつ病」

に係る向精神薬の過量服薬リスクを予防し

自殺者低減を図るゲートキーパーとしての

役割も地域社会から強く求められています。

　薬剤師は新たな時代の幕開けに際し生涯

にわたる薬剤師職能の維持と向上を図る生

涯学習への取り組みが求められています。

　日本薬剤師会が提示する「プロフェショ

ナルスタンダード」を生涯学習の指標とし

て段階的に習得し、ジェネラリストとして

の薬剤師を目指さなければなりません。

　幸い本会には既に先輩各位がこれまでに

一連の薬剤師生涯学習制度を構築され開始

以来十年の歳月を経ています、本年もまた

引き続き三ヵ年にわたり「プロフェショナ

ルスタンダード（ＳＰ）講座」として開講

されます、会員以外へも門戸を開いていま

すのでお誘い合わせの上ぜひ研修に参加し

て下さい。

　以上本年もまた会員各位にとりまして充

実した素晴らしい一年になることを、心か

らからお祈りし、年頭のごあいさつといた

します。

　新年明けましておめでとうございます。

会員皆様におかれましては、心新たに新年

をお迎えのこととお慶び申し上げます。

また、平素より日本薬剤師会の諸事業にご

理解、ご協力賜っておりますこと心から感

謝申し上げます。

　さて、昨年は、東日本大震災という未曾

有の災害が発生し、それに対して、現地の

被災地への救援活動に全国各地から困難な

中、参加いただきましたこと、また、義援

金に際しましても御協力いただきましたこ

とあらためて感謝申し上げます。何より、

結果として災害医療おける薬剤師の役割

が、社会的に再認識されたことは薬剤師職

能の向上にとって意義があったと思いま

す。尚、各被災地の復興はまだまだ始まっ

たばかりで、被災者にとっても、私共仲間

の薬剤師にとっても、まだまだ“震災”は

終わっていません。なかでも、福島原発地

域の薬剤師は復興の目処すらたっていませ

ん。一日も早い復興をお祈り申し上げま

す。

　一方、本年はいよいよ６年制薬剤師が社

会に出てまいります。薬剤師の将来を担う

新　年　挨　拶
日本薬剤師会　　　　　　　　　

会　長　児　玉　　　孝
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彼らに期待をすることともに、私共、各職

域の先輩薬剤師として暖かく迎え入れ、今

度は社会人の薬剤師として実習時と同じよ

うに御指導よろしくお願いします。

　さて、本年も多くの薬剤師に係わる改正

があります。その中で、特に都道府県薬剤

師会に関わる重要な課題を時系列的にお示

しします。

①地域医療計画の見直し　　　　　　　　

　（Ｈ24．４～都道府県単位で見直し）

　　　　　　　（Ｈ25．４～実施予定）

　御承知の通り５～６年毎に地域医療計画

が見直されますがＨ23年度中に国レベルの

見直しが終了し来年４月より各都道府県毎

の見直しが始まります。そのキーワードは

超高齢社会に向けての地域（在宅）医療体

制の再構築です。また、精神疾患に関する

医療体制も入ってきます。数年先を見据え

てこの機会を逃さず、開局・病院薬剤師の

役割、薬局の活用を必ず計画に入れていた

だくようお願いします。

②医療法、薬事法の一部、地方行政への移

管　　　（Ｈ24．４～医療法一部移管)

　　　　　（Ｈ25．４～薬事法一部移管)

　この地域医療計画見直しに合わせるかの

ように本年４月より病院、診療所における

病院薬剤師の人員配置基準等の地方移管、

また来年４月からは薬局の許認可等の薬事

法の一部が同様に地方に移管されます。各

病院薬剤師会、地方関係行政との厳密な連

係のもと対応お願いします。

③薬事法改正の経過措置終了　　　　　　	

　　（Ｈ24．５．31まで）

　本年５月31日をもって３年間の経過措置

期間が終了します。薬事法の大きな改正で

あったことから国民、関係者（薬局等）へ

の周知期間が必要である事から設けられた

処置です。しかしながら経過確認のため実

施された過去３回の厚生労働省の一般用医

薬品販売制度定着促進事業の結果は非常に

厳しいものとなっています。本年６月から

は経過措置が終了し薬事監視の対象となり

ますがキーワードは直接対面による薬剤師

としての説明及び第一類の文書による説明

の徹底等です。国民の目からも失態は許さ

れません。よろしくお願いいたします。

③公益法人の見直し　　（Ｈ25．11まで）

　日本薬剤師会は本年４月から公益法人と

して再スタートしますが同様に全都道府県

薬剤師会はＨ25．11までに一般社団か公益

社団を選択する必要があります。この目的

はオール薬剤師が加入できる環境を再構築

をするための組織改革です。この貴重な機

会に是非オール薬剤師という“人”の会員

組織づくりをお願いします。

　以上のように本年は超高齢社会に向けて

地域（在宅）医療体制が大きく変化し、そ

れに対応するための都道府県及び支部薬剤

師会のご努力とそのための組織改革が重要

です。そして最終的には薬剤師一人一人の

覚悟と実行力が不可欠です。

　日本薬剤師会執行部といたしましてもそ

れを支援するために全力を尽くしていきた

いと考えています。

　本年は辰年です。十二支で唯一架空の動

物です。本年が皆様にとって“夢”のある

“昇龍”になる年であることを祈念申し上

げます。



2012. 1 №66県　薬　レ　ポ　ー　ト

－5－

薬剤師新世紀の幕開け
参議院議員　　　　　　　　　　　

薬学博士　藤	井	もとゆき

　新年あけましておめでとうございます。

会員の皆様には、お健やかに輝かしい新た

な年をお迎えになられたことと、心よりお

慶び申し上げます。

　さて、本年は薬剤師にとりまして歴史に

残る、記念すべき年となります。長期実務

実習を含む６年にわたる薬学教育を受けた

薬学生が、新たな薬剤師として４月に社会

に巣立つこととなります。新たな薬剤師の

誕生は、わが国の医療の質の向上に寄与す

ることとなり、他の医療提供者のみならず

患者からも大いに期待されております。

　医薬分業の進展により、薬局薬剤師には

地域におけるチーム医療、在宅医療への参

画が求められ、病院薬剤師においては院内

でのチーム医療への参画により、活動の場

が病棟はもとより、更に手術室などにも拡

大しております。そのような薬剤師職能を

支えるのが薬学教育でありながら、実務実

習を伴わない基礎薬学中心の薬学教育が長

年続けられてきました。医薬分業の進展が

予測できた平成６年（1994年）、厚生省

（当時）は、薬剤師国家試験の受験資格を

６年間の一貫教育を終了した者に与えるこ

とが望ましいとの検討委員会の報告書をま

とめて公表しました。しかし、その後薬学

教育の改善について検討してきた文部省

（当時）の調査研究協力者会議は、平成８

年（1996年）に、現時点で学部４年の年限

の延長は困難とする報告書をまとめて公表

し、６年制の議論は一旦留まることとなり

ました。

　しかし、その後の薬剤師を取り巻く業務

環境の変化を背景に、日本薬学会において

薬学教育のモデルカリキュラム案の検討が

始まり、平成16年（2004年）に学校教育法

が改正され、長年の懸案であった薬学６年

制がやっと実現しました。

　修業年限延長のネックとなっていたのが

長期実務実習の場の確保でした。付属病院

のない薬学部においては、一般の薬局や病

院が実習生の受け入れを行わなければなら

ず、薬剤師会をはじめとする関係団体及び

関係者のご努力に、改めて敬意を表したい

と思います。

　６年制薬剤師への期待は、平成22年

（2010年）にまとめられた厚生労働省の

チーム医療の推進に関する検討会の報告書

でも述べられており、リフィル処方せんの

導入、薬物の血中濃度測定のための採血や

検査オーダ等が例示され、薬剤師の業務範

囲の拡大について検討すべきとしています。
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　ところで、昨年は東日本大震災という、

未曽有の被害を受け、国民一丸となって復

旧・復興に邁進してまいりましたが、未だ

道半ばであり、今年も多くの皆様のご支援

をいただかなければなりません。被災者を

支援するため、多くの薬剤師がボランティ

アとして被災地に赴いていただき、薬剤師

の存在をアピールしていただきました。私

も、国会の場で薬剤師の活躍について訴え

ることができました。

　さて、本年４月からは改定された診療報

酬・調剤報酬、介護報酬、薬価基準のもと

で薬剤師業務が展開されることになり、６

年制薬剤師の誕生を受けて、薬剤師に対す

る社会貢献への期待は益々高まるものと思

われます。

　薬剤師にとっての新世紀の幕開けに当

たって、貴会及び会員の皆様の益々のご繁

栄を祈念申し上げ、新年の挨拶といたしま

す。

　私共が尊敬し、信頼をもって本当に多く

の御指導をいただきました徳久和夫先生の

御霊前にこのように立とうとは心にも思っ

ておりませんでした。

　８日にご入院のご連絡を受け能村会長と

病院へお伺いいたしましたが、もうお話し

は出来ませんでした。

　９月４日の県薬の研修会々場でお声掛け

いただいたのが最後でした。先生は金沢大

学附属小学校から旧制金沢第一中学校へ入

学なされ、学制の変更によって県立泉丘高

校を御卒業になられ、金沢大学薬学部で学

業を修められ薬剤師となられました。

　先生の強靱な意志をもっての自立心、行

動力、指導力等は先生の学生時代、第二次

世界大戦末期における沖縄戦で薬剤官とし

て従軍なされていた御父君が戦死なされた

ことが先生の今日に至るまでの原点にあ

り、ご活躍の原動力となっていたと思って

おります。大学を御卒業なされ衛生化学教

室にお残りになり、御自信の研究と後輩の

指導にかかわられた後、現在の地で徳久薬

局を開設なさいました。

　折りしも学校保健法の公布で学校保健の

分野での学校薬剤師の必置制のもとで当時

の県薬会長の田中嘉太郎先生や同僚の河村

健先生と共に金沢市学校薬剤師会、次いで

石川県学校薬剤師会を設立をなされ、自ら

も金沢市立泉中学校の学校薬剤師の拝命を

受けられ、現在に至るまで50年余に亘っ

て、学校環境衛生や医薬品の安全管理、薬

物乱用防止活動等の課題に常にパイオニア

として私共への指導を御自身の業務に御活

躍いただきました。

徳久和夫先生を偲んで

石川県薬剤師会副会長　綿　谷　小　作　
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　北陸学校保健会、日本薬学会、日本東洋

医学会、２年前に金沢で開催された総会で

会頭を担われた日本薬史学会等々、多くの

学会に所属なされ、学術面で自己研鑽に意

を注がれました。

　石川県薬剤師会での御活動、御活躍につ

いては万人が認めて下さるところですが、

役員としては理事を８年務められたあと、

副会長として薬剤師会業務を総覧するお立

場となられ、実に30年間に亘って舵取り役

を担って下さいました。

　平成12年から10年間、会長として会の運

営や会員の指導等の御尽力いただきまし

た。

　石川県保険薬局協同組合の設立　薬剤師

会検査センター設立　石川県薬事センター

の設置　石川県南加賀医療圏医薬分業推進

センター　認定薬剤師研修制度における石

川県薬剤師会へのプロバイダーの認証　

　そして薬学教育６年制で昨年度から正式

にスタートした「薬学生実務実習」の取組

みを見越して平成８年から推進事業として

取り組まれました。

　これ等の事業は徳久先生が強力な指導力

で、先頭に立って進められて成就された事

業と思っております。

　日本薬剤師会においては一時期の理事、

10年間に亘る日薬代議員会においての御発

言、各種委員会での御活躍は日薬の会務に

大きな影響を与え、日薬の発展の一端を担

わされたと確心いたしております。

　中でも、特に「医薬分業対策特別委員

会」での４年間の委員長兼務を含めて、当

時ほとんど進んでいなかった医薬分業の進

展に向けての諸策に取り組まれました。

　これが現在につながっております。

　当時私達は徳久先生のことを分業気違い

“分キチ”とお呼びし、先生はそれを甘受

されて下さいました。

　地元金沢の二つの大学の薬学部で、非常

勤講師、客員教授、あるいは臨床教授とし

て全県から集まってこられた学生さん達へ

の教育指導にもお力を注がれました。

　先生のご功績を思いおこし、少し綴って

みましたが、きりがありません。

　先生は色々とたくさんの趣味をお持ちで

したがおのおの夫々に豊富な知識と御造詣

をもってのものでしたのでついてゆけませ

んでした。

　徳久先生に御趣味に中で特別扱いしなけ

ればならないものの一つは島倉千代子さん

の熱心なファンだということです。新人の

頃からの熱烈な支援者で、公演で金沢へ来

られたとき薬局へお千代さんから電話がか

かってきたこともありましたネ。先生はお

千代さんの曲は全曲知っていらっしゃるに

には驚かされました。一度公演につれてい

ただいた時に憶えた一曲だけは私も歌えま

す。

　徳久先生を深く理解されて優しく支えて

下さった奥様やお嬢様もおっしゃるように

“人の為に尽くした人”でしたね。

本当に忙しく、人の為に尽くした方　徳久

先生　長い間色々と有難うございました。

先生にお教えいただいた歌“そっとおやす

み”を心で歌わせていただきます。おやす

みなさい。
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「徳久和夫先生の思い出」

石川県薬剤師会　中　森　慶　滋　

　先日の講習会が終わったあと、徳久先生

の娘さんの宏子先生がわざわざ僕をお待ち

いただき声をかけていただいた。以前僕が

徳久和夫先生の思い出をブログ書いた文章

を読まれたとのこと。次にこう言われた。

「父はブログに書かれた通りです。ありが

とうございました。」そこでそのときブロ

グに書いた文章を県薬レポートに投稿する

ことにした。

　2011年09月10日

　徳久和夫先生の思い出

　朝一番に携帯にかかってきた電話で急逝

の知らせを受ける。しばし言葉を失う。仕

事が手につかない。その日の夜、僕の精神

的な動揺は徳久先生のお顔を拝見すること

で、やっと収束に向かった。そのお顔はい

まだ息をされていられるかのようであっ

た。

　徳久先生から電話があったのはちょうど

10年前の2001年のことであった。富山で開

催される北陸信越薬剤師学術大会に、当時

僕が行っていたインターネットでの医薬品

の情報提供についてまとめ発表してみませ

んか。といわれた。なにぶんそのような経

験がなかったので戸惑ったものであったが

了承した。

　当時はまだパワーポイントも一般的では

なく使用はできなかった。そのため、ＯＨ

Ｐのスライドをパソコンから印刷して使用

した。富山県でのことである。緊張する中

初めての発表を行った。途中口の中が乾燥

してのどがからからになってきた。僕は緊

張すると喉が渇くということを知った。そ

のときから演壇には必ずペットボトルを持

参する癖がついた。何とか無事に発表を終

え席に戻ろうとした時、目の前に徳久先生

が座っていらっしゃった。お辞儀をすると

満面に笑みをたたえられて右手でＯＫサイ

ンを作られた。こんなのではまだまだ駄目

だなと思っていたものの、その指のサイン

で救われたような気がするとともに徳久先

生の大洋のような広い心に接したように

思ったものである。北陸信越薬剤師学術大

会には、そのときを含め５年間全県での発

表を徳久先生から強制され無事最後の長野

県までたどり着くことができた。徳久先生

は僕の番になるころには必ず聞きに来てく

れた。
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　医療薬学会で座長を任された時には僕の

座長の前ふりの話の内容に流れを作ること

ができましたねと評価をいただいた。しか

し徳久先生がお考えになられる水準には達

していないことを僕自身が一番よく知って

いた。

　今年の８月、日本薬剤師会の代議員会で

僕が初めて北陸信越薬剤師会から質問する

ことになった。要旨原稿が北陸信越薬剤師

会でも了承されたので、逡巡したものの徳

久先生にそれを送付することにした。８月

上旬のことである。しばらくしても全く音

沙汰が無かったので、ご覧になられなかっ

たのか、それともコメントを口にするまで

も無い内容と思われたのかと思っていた。

　８月もお盆が過ぎ、街が日常を取り戻し

たころ徳久先生から電話があった。まず送

付した文についてのお礼を言われた後「こ

れは北陸信越薬剤師会で了承されたもので

すか」と聞かれたのでそうである旨伝える

と、「ああそれは良かった。」と言われた。

発表の順番を聞かれたので３番目ですとい

う。「３番目であってもその前の二人の先

生がご質問される内容を頭に入れておい

て、かぶることが無いよう気をつけなさ

い。」と言われる。そして「質問すること

で日本薬剤師会について深く考えることに

なるから良い経験ですね。」と言われた。

　それから２～３日経ったころであっただ

ろうか、徳久先生から再び電話があった。

20年前に徳久先生が叙勲を受けられたと

き、先生が書かれたものをまとめた文章を

見つけたのだけれど、それを読んだことは

ありますかと言う。読んだことは無い旨を

伝えると「それではお送りしますので読ん

でみてください。」と言われた。郵送され

てくるものと思っていたのだが、その日の

うちにその文集は届けられた。それは徳久

先生の足跡をしるしたものであった。

　今ここには石川県薬剤師会の封筒があ

る。表には「中森先生へ」と書かれ裏には

徳久和夫と書かれたゴム印が押され、2011

年８月23日と僕が鉛筆で書いている。

　お礼の手紙にはこう書いた。

+-+-+-+-+-+-+

　……さらに「医薬分業30年の歩み」にお

きましては、心の底から深くその意味を理

解できたように思いました。そこからは諸

先輩方が何もない中から新たなる仕組みを

作り出す血の滲むような努力と崇高な理念

が現在の状態を作り出されたものと分かり

ました。

　それはこれまで私が読んだどんな文章よ

りも感動を呼び起こす内容に溢れていまし
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た。現在に至る道筋が理論立てて書かれて

いて、なおも現在とは全く変わらない不動

の精神がすでに確立していたことに感銘を

覚えました……。

中森慶滋　拝

　

+-+-+-+-+-+-+

　以下は徳久先生のインタビューが記録さ

れた文章である。

+-+-+-+-+-+-+

　その当時、薬剤師会としては、備蓄一覧

表のようなものをつくりまして、薬局に、

最少限度こういうお薬を備蓄しましょうと

いうことを指導したんです。私は開業した

直後でしたから、それを額面どおり全部、

百何十品目でしたかそろえまして、薬局薬

剤師のプライドみたいなものもあって，	

調剤室にそれを並べておったんです。とこ

ろが、そんなことで処方箋が発行されるは

ずもないんですれれども、現実に昭和31年

度は１人もそういう患者さんが来られな

かったわけです。

（略）

　やはり、医薬品情報と、患者情報と、そ

ういうものが統合されたところに新しい調

剤にかかわる仕事が出てまいりますね。こ

こらがやはり一番大きなところでしょう。

患者さんとの対話がなければ、交流がなけ

れば仕事がだんだんできなくなってきます

ね。お年寄りなど眼科にかかり内科にかか

るという複数の医療機関での受診がありま

すよね。同じ薬局で処方箋を受け付ける

と、薬歴によって重複投薬があればチェッ

クできますし、前回処方とのつながりで

もってその処方の内容をある程度判断して

いくという作業が出てきますね。薬歴があ

るからはじめてそういうチェックができる

んです。

　薬歴があって、より調剤の有効性と安全

性とが確保されると思います。いま試行錯

誤の中でそんな仕事をやっているところで

す。薬歴管理学というものもまだないです

ね。薬学教育と関連すると思うんですけれ

ども、ある程度基礎的な臨床に関する知識

が必要ですね。そうでないとプロとしての

対応ができないですよ。いま薬科大学を出

てきたばかりの薬剤師さんに、受付に出て

患者さんとのやりとりの中から、患者さん

の状況、例えばアレルギーの問題とか、い

ま使っている薬、既往症、妊娠しているか

どうか、お酒を飲むか、たばこを吸うかと

いうような生活習慣、そんなようなことを

聞き出して、それで処方箋と見比べて判断

をしろと言っても、これはちょっと難しい

ですね。ここらがクリアーできて初めて薬

剤師として調剤できるんじゃないですか。
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（略）

前向きに取り組めば、必ず医薬分業という

ものは日本の国で定着するであろうし、し

かも薬剤師の仕事として実りあるものにな

ることも、確信をもって言えると思うんで

す。そういう勇気をもう一ぺん持ってほし

いと思うんです。

「医薬分業30年の歩み」　日本薬学会　

昭和61年９月10日　

+-+-+-+-+-+-+-+

　「20数年前の文章ですが、今読んでみて

も十分納得がいく内容ですのでぜひともお

読みになってください。」

　徳久先生のその言葉と文章の内容が頭に

響いている中、代議員会で質問を行った。

　９月４日の日曜日、在宅介護をテーマに

した研修会が行われた。会場に入ると右手

前方に徳久先生が座られているのを見つけ

た。講義が終了すると会場がざわめき、い

ろいろな先生がたと挨拶や雑談を行ってい

るときに、徳久先生が歩いてこられるのが

分かった。先生のところまで行き、届けれ

ていただいた文集についてお礼を言った。

すると徳久先生は届けた文集のことよりも

代議員会での質問の方を気にされていたよ

うで、「質問はうまくいきましたか。」と

真っ先にいわれた。

　感謝の気持ちを先生にお伝えした。

　それが５日前の日のことである。

　徳久先生がお好きだった島倉千代子の歌

詞が届けられた文集の巻末に書かれてい

た。

　こがらしの道　つらくても

　ひとりじゃないぞ　負けないぞ

　あなたよ　明日の幸福は

　結ぶこの手に　花ひらく

　呼ぼうよ　呼ぼうよ　太陽を

　涙の谷間に　太陽を　

　

　涙の谷間に　太陽を
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　平成23年11月12日（土）石川県女性セン

ターで介護フェスタいしかわ2011が開催さ

れました。医師会、看護師会、薬剤師会、

ケアマネ協会、介護福祉士会など介護にか

かわる15団体が主催する全国でもめずらし

い取り組みです。

　メイン会場では、ゴスペル歌手の市岡裕

子さんが、講演で母の自殺、父のアルコー

ル依存など自らの経験を語り、今苦しんで

いる人に少しでも希望を持ってというメッ

セージを送りました。恒例の小杉爆笑劇団

は、よしおじいちゃんをめぐっておこる事

件で、面白おかしく高齢者問題をとりあげ

楽しみながらも考えさせられました。

展示コーナーでは、各団体が特色をだした

企画で盛り上げました。

　石川県薬剤師会のブースは、薬をセット

するカレンダー、半錠に割る道具、吸入の

デバイスや薬の見本などを展示。実際にさ

わってもらえる体験型にしました。介護職

員やケアマネージャーの方が多くこられ、

いろいろな道具に興味を持ったようです。

　在宅医療をすすめるためには、多職種が

連携することが大切です。しかし、なかな

か進まないのが現状です。結局は、このよ

うな会で協力しあうこと、懇親会などで親

睦を深め、顔の見える関係を築くことが近

道なのかもしれません。

介護フェスタいしかわ２０１１に参加して

石川県薬剤師会理事　橋　本　昌　子　
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　11月12・13日の両日、石川県産業展示館

で恒例の健康フェアーが開催されました。

　今年は県民に少しずつ浸透してきたよう

でそれなりに多数の参加者があり、石川県

薬剤師会では脳年齢測定とお薬相談を行い

ました。

　脳年齢測定にはさすがに関心が高く列が

できる程で、年齢より若い判定が出たとき

の歓びよう、年齢より上の判定が出たとき

の落胆ぶりをみていると、さて自分は？と

思ったとき、単純な作業ながら皆の前です

るのがはばかれるくらいでした。

　お薬相談にも前もってご自分のお薬手帳

をお持ちになり、準備されて来て当てにさ

れていることを実感しました。

　今年は皆様にお薬手帳を差し上げていま

したが「お薬手帳」の認知度も高く、普及

率も高いと思いました。

　お薬相談だけではなく、県民の皆様の関

心のあるものと組み合わせると、薬剤師会

のブ―スにたくさんのかたがお寄り下さる

のだと思いました。

今年も「健康フェア」

三　浦　智　子　
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　いよいよ６年制薬学教育を受けた学生が

３月に卒業し、全員国家試験に合格し（祈

り！）、４月から薬剤師として現場でス

タートします。学生たち同様、私たち教員

も期待と不安でドキドキしています。

　今、北陸大学では６年生は国家試験合格

に向けて猛勉強をしています。４年制の学

生ももちろん最終コーナー回ってから素晴

らしい粘りで頑張りました。しかし、今の

６年生は、最終コーナーどころではなく、

昨年４月から約１年ずっとムチを入れら

れ、最後まで耐えられるのかと心配してみ

ていましたが、頑張り続けてくれておりま

す。大学教員の立場から見て、贔屓目かも

知れませんが、よく頑張ってくれている感

心しております。

　よく頑張れるものだとの思いを持って、

学生と話をすると、この頑張りのもとは、

実務実習で感じた「こんな薬剤師さんにな

りたい」という思いがあるからだと多くの

学生がいっています。私自身は実務経験の

ある教員として授業や学内の実習の中で、

「クスリ」という物質だけでなく、それを

使う「ヒト≒患者」について学生に教えよ

うとしました。しかし、「教育力」の拙さ

故に、反応はさみしく、脱線した余計な話

として受け取られたように思い、伝えるこ

とのむずかしさを痛感してきました。仕事

の対象が千差万別の患者さんであり、その

患者さんに対応することに正解はないとい

うことも伝えきれませんでした。しかし、

このようなことを実務実習では、皆がいと

も簡単に（？）身に着けてきます。

　また、学生たちは、実務実習前には、自

分の頭の中で薬剤師像を持っていなかった

と思います。実習に出てそれを見つけて来

いと我々教員にいわれても、その点では反

応は薄かったように思います。実際に実務

実習に臨み、幸いにも素晴らしい指導者の

先生方に出会い、また、多くの患者さんと

ふれあいました。中には、服薬説明した患

者さんが実習中に、悪化して再入院してき

たり、亡くなったりし、涙した学生も何人

もいたと聞いております。そのような体験

の中から、薬剤師の存在意義、チカラ、仕

事の重大な責任とやりがい、それにその楽

しさ・喜びを知りました。そして、指導い

ただいた先生たちに比べ、自分たちの知識

なんて、足元にも及ばないということを強

烈に印象つけられて帰ってきています。だ

から勉強しなければいけない。それは、い

うまでもないこととして身にしみて感じて

います。と、学生たちは私に語ってくれま

した。単に国家試験に受かることが目的で

はなく、その先の薬剤師の仕事がしたいと

いう思いが、そして、あこがれの薬剤師さ

んに一歩でも近づきたいという思いが、勉

強のモチベーションになり、通過点である

国家試験の勉強の原動力になるのだという

ことです。実務実習にご尽力いただいた先

生方に、感謝をこめて、この学生たちの思

いをお伝えしたいと思います。また、実務

実習の大きな意義を改めてお伝えしたいと

思います。

６年制第１期生の卒業にあたり

北陸大学薬学部　臨床薬学教育センター　多　田　昭　博　
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　薬剤師の皆さまよりよく聞かれることと

して、「今までの４年制の卒業生との違い

は？」という質問があります。教員経験が

浅い私には到底お答えできないのですが、

他のベテラン教員に聞いてみても、５ヶ月

の実務実習を経験していること。それが最

も大きな違いだといっています。その結

果、医療に対する意識は強く、医療系の科

目の知識は従来より強いように思えるそう

です。そして、知識だけでなく、「態度」

も大きく改善していると感じています。こ

こでいう「態度」は薬学部生として、患者

さんをはじめ、人と接する態度だけではな

く、勉学や日常的なことに臨む態度を含め

ます。

　教員としては、正直なところ、実務実習

に出すには何かと心配な学生はいました。

しかし、その多くは「予想」と違って、真

面目に、積極的に実習に取り組んでくれま

した。そして、大きく「態度」が改善され

て帰ってきています。

　２年目の実務実習である本年、先生方よ

り学生について多くのお叱りを受けまし

た。「実習中止」という言葉も何施設から

いただきましたが、幸いにも学生が「態

度」を改め、実習継続できました。いずれ

も、注意を受けてから、学生は見違えるよ

うに変わりました。「叱られる」というこ

とを今まであまり経験していない学生だっ

たのでしょうか、それとも先生方が真正面

から向き合って、叱っていただいたためで

しょうか、とにかく見違えるように変わり

ました。今後も是非、先生方から悪いとこ

ろは悪いと叱責していただくことが、学生

を変えることにつながると信じる体験でし

た。

　即ち、「今までの４年制の卒業生との違

いは？」という質問にお答えするとした

ら、「医療と患者さんに向き合う真摯な姿

勢がある」ことだと思います。残念ながら

決して、大幅な学力アップはないような気

がしますが。。。。。。？　	本当の答え

は、これから何年か経ってからわかるのだ

と思います。

　中には、即戦力になるような教育をして

ほしいという声もあります。しかし薬学部

は職能教育はするとはいえ、決して専門学

校ではありません。「pharmaceutical 

science」を教えるところです。樹木でい

えば、深い根と太い幹を教え育てるところ

だと思います。職能教育にだけ目を奪わ

れ、実りである花や葉を促成栽培的に実ら

せることにばかり目標とせず、根と幹にあ

たる「薬学＝pharmaceutical science」の

上に職能教育を積み重ねたいと思っていま

す。我々は「薬学」を削って、実務を教え

ているのではないかと反省しているのです

が、それが、卒業後、大きく育つための根

と幹が不足してるのではないかと心配して

います。

　学生たちは、実務実習を体験して、それ

以前に考えていた自分の将来の仕事につい

て、改めて考え直しました。卒業後の進路

として、従来のように、「薬局か病院か製

薬会社か」というような選択ではなく、ど

のような薬剤師になりたいか、どのような

姿勢で仕事をしたいかと考えたと思いま

す。そして、学生たちにとって幸いなこと

に本年度は、就職先には困らないくらいの

求人がありました。ですから、多くの学生

が望んだ形で就職できるのではないかと思

います。彼らが「医療と患者さんに向き合
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　平成18年、薬剤師教育が６年制となり、

平成24年３月、最初の６年制卒の薬剤師が

世に出ようとしている。

　私が、薬剤部に着任した時、病院の多く

の臨床の医師から「薬のことは、実は良く

分からないで使っている。指導をよろしく

頼む。」や「化学とつくものはお願いしま

す。病院では薬剤師しか頼りにならないの

で…」との言葉が多く寄せられ、臨床に初

めて飛び込んだ私としては面食らうばかり

であった。「そんなこと隣の薬学部へ聞い

てくれ。」と言いたい質問も多々あった

が、昨日まで薬学部にいた私としては、聞

いても無駄？とは言わないまでも答えが

返ってくるのに何カ月？いや何年かかるか

もしれない。現場では、今スグ、遅くとも

明日には答えがほしいのです。病院での薬

剤師の役割の広さ、責任の重さを痛切に感

じたものでした。開局の薬剤師もおそらく

町の科学者、薬の専門家、健康相談相手と

して頼りにされているものと思う。事実、

アメリカで最も信頼されている職業は薬剤

師（おそらく町のドラッグストアの薬剤師

と思われる）であり、日本での類似の調査

でも薬剤師は常に信頼できる職業の上位に

ランクされている。今から世に出る薬剤師

の評価が少なくとも現状を下回らないこと

を祈るばかりである。薬学部の教員を含め

て６年制薬学教育を担当してきた現場の

我々への評価が下されることにもなるので

ある。

　さて、その薬学６年制教育の目玉として

の臨床教育＝実務実習ですが、ほとんどの

施設では11週間の薬学生の実習教育は初め

ての経験であり、日常業務の中、学生指導

に戸惑い、また、後進の薬剤師を育てる、

という喜びと使命感を感じながらも苦労の

連続であったものと推察する。学生実習に

携わったすべての方々に感謝と敬意を表し

たい。しかし、その実習内容、即ち実習コ

ア・カリキュラムに則った教育が真に学生

が期待し、そして社会の要請に応えるもの

であったのであろうか？この６年制教育で

は、従来の見学型から参加・体験型実習に

踏み込んだ。即ち、“医療の実情を学び、

患者の痛みを知る。臨床のなんたるかを体

験させる。”のが最大の目的であるはず

が、細かい項目を指定して、やたら「…で

きる」到達目標を定めたコア・カリキュラ

ムに振り回されたのではないでしょうか。

中には、しっかり教えなければ、という薬

剤師特有の生真面目さで体験より座学重視

の教育、これを手作りの教育と勘違いして

大変な労力をつぎ込んだ実習指導者もいる

のではないでしょうか？そして、大変申し

上げにくいが、そのようにして苦労して手

いまだからこそ薬学教育を考えよう

金沢大学附属病院薬剤部長　宮　本　謙　一　

う真摯な姿勢」で仕事に臨み、その姿勢で

臨んだ故に、多くのことを学び、数年後に

は皆さんの職場を担うような人材に成長し

てくれることを祈っております。
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をかけて育てたはずの学生の不満足の第１

位が「ベッドサイドや病棟での実習や患者

とのコミュニケーションが十分ではなかっ

た。」即ち、｢臨床経験｣があまりできな

かった、というものであった。６年制教育

の社会の期待は、「従来の４年制卒業薬剤

師と比べて臨床を熟知し、チーム医療に貢

献できる薬剤師」であったのに・・・。

　さて、このような学生の声や受け入れ側

の体験と反省に立って、今後の６年制教育

の内容や実務実習のあり方、コア・カリ

キュラムの見直しなど、いろいろな提案が

され、改善策が検討されることになるので

あろうが、私は、薬学教育に対する政治、

行政、教学、そして薬剤師会や病院薬剤師

会などの医療現場の思いが何かちぐはぐの

ような気がしてならないのである。先人に

とっては薬学６年制を実現することが宿願

であった。これが近年の医療における薬剤

師の重要性が高まるにつれ、臨床感覚を有

する薬剤師教育のニーズと一致して文科省

と厚労省が動いた。しかし、何が何だか分

からないのが、ペーパー薬剤師ぞろいの教

員である。彼らの興味は研究であり、重要

なのは研究業績なのである。教育業績の評

価法はない。確かに日本の薬学教育の始ま

りは製薬・創薬であり、ほんの一時はその

役割を果たしたかに見えたが、今や	基礎

研究力だけでなく“創薬力”も理学、工

学、農学、医学分野に後れを取っている。

だからこそ、創薬研究者の養成として４年

制薬学を残したのかもしれないが、薬剤師

を養成しない薬学部にどれほどの意味があ

るのか？臨床経験のない、患者の痛みも知

らない研究者に社会が求める薬を創ること

ができるとはとても思えない。幸い、私学

のほとんどは薬剤師教育に舵を切った。し

かし、船頭は変わらずペーパードライバー

であるため、臨床薬剤師教育のなんたるか

に頭が回らない。最大の悲劇は、薬学教育

のガイドラインともいえるコア・カリキュ

ラムを策定したのが他でもない研究者集団

の「薬学会」である。そして、教学も現場

も薬学６年制ありきで、医学部６年制に並

んだ！と歓喜するばかりで、その中で何を

教育しなければならないかに思考がついて

いっていない。

　今こそ、日本社会が求める薬剤師教育の

在り方を構築しなければならない。薬局

だ、病院だ、薬剤師会だ、病院薬剤師会

だ、いや薬学会だ、医療薬学会だ、大学

だ、と争っている場合ではない。良いお手

本として医学教育、医師養成教育があるで

はないか。６年間を本当の薬剤師教育に当

てる。勿論、研究能力、問題解決能力もそ

の間に養う。創薬能力はともかく、研究能

力は医療現場の中では薬剤師はピカイチで

ある。この特徴を伸ばさない手はない。臨

床薬剤師と真の創薬研究者の養成のために

延長した教育期間２年間をどのように使う

べきかを改めて良く考えるべきだ。“病院

実務実習は少なくとも半年程度は必要であ

る”というのが私の持論である。加えて薬

局実習である。学部６年間の教育の中でそ

れが無理なら、実務実習・研修は卒業して

からでも良いではないか。薬剤師レジデン

ト制度のような実習体系も考えられる。欧

米や中国では、薬学部を卒業後一定期間の

インターンやレジデント研修を経ないと国

家試験受験資格を得ることができない。今

こそ、薬学教育・薬剤師養成教育の100年

の計を打ち立てる時だと思う。
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　泉鏡花の「高野聖」がオペラとして上演

される。高野聖合唱団を率いるのは薬剤師

会の綿谷敏彦先生である。それをこのたび

聞きに行くのだが、一つだけ謎がある。

「高野聖」の主人公のお坊さんだけがなぜ

色気立つ女から動物にされることなく無事

生きて帰ってこられたのか。

　その謎を探ろうと泉鏡花記念館に行って

みることにした。そして鏡花ゆかりの地を

歩いてみた。

オペラ高野聖

石川県薬剤師会　中　森　慶　滋　
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　写真を撮った翌週、久しぶりに行く歌劇

座で泉鏡花原作の世界初演オペラ『高野

聖』を見てきた。ホールに入ってうろうろ

していると作曲者である池辺氏が歓談して

いるのが目に入った。場内は空席がほとん

ど見られないほどの盛況ぶり。なかなかこ

こまで観客を集めることができるなんてた

いしたものだと思う。それも泉鏡花と金沢

人になじみの深い題材をオペラに仕立てた

ためなのであろうか。

　高野聖とは高野山から諸地方に出向き、

勧進、勧化、唱導、納骨などを行った僧を

言うらしい。その僧が山道で富山の薬売り

に出会う。薬売りからは悪態をつかれ、か

らかわれる。「お坊さん女にもてないから

坊主になったと違うかね。それとも俗世間

に未練があるのじゃないかね」

　途中別れ道に差し掛かったところ、薬売

りからはこっちが信州への近道だといわれ

たためにそちらに行くことにする。薬売り

とははぐれてしまったが暫く行くと、人家

があることに気がつく。人家から出てきた

のは美しい女性。お疲れが見えるので下の

谷川に行って体を流したらいかがでしょう

かと言われ案内される。体を水に浸してい

ると美女も衣服を脱ぎ始めた。

+-+-+-+-+-

　「汗臭うはございませんか、わたしは

汗っかきですから」とさらりと着物を脱い

だ女の肉付きのよい柔らかな肌が、僧の触

れる度に、僧はこの世のものとは思えぬ陶

酔の世界に浸っていった。

　「恥ずかしがらずに・・・・、それとも

叔母さんのお世話では、おいやでござんす

か」女の悪戯っぽい問いに、僧は「いい

え、、いいえ柔らかな花びらの中に包まれ

ていくようで・・・」と答えるのがやっと

だった。「まあ嬉しいことを・・・、こん

なお転婆をして、私、川に落っこちて流さ

れていったら、里の人はなんていうでしょ

うね。」女は妖艶な中にも或る気品を漂わ

せながら、僧の体に手を回して語りかけ

た。僧は思わず「白桃の花だと申しましょ

う」と言った。
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　オペラ『高野聖』パンフレット「あらす

じ」より

+-+-+-+-+-+-

　僧が女と連れ立って戻ってきたところを

見て、無事帰ってきたことを驚く。薬売り

は女に馬にされてしまっていたのである。

女は男を誘うとはヒキガエルやこうもり、

馬など獣に変えてしまう妖怪だったのだ。

ここで一幕は終わる。実際僕が覚えいてた

筋もこのような内容であった。そして、第

二幕が始まる。展開はどのように行われる

のだろうか興味深いところである。

　二幕では対比によって揺れ動く人の心の

情景が演じられた。僧は聖職を捨ててでも

気品のある女の立居振る舞いに心を引かれ

る自分と葛藤する。女はこれまでの俗な男

とは違う純粋な人間としての美しさを僧か

ら感じる。

+-+-+-+-+-

　人の立ち入れない、閉じられた世界に生

きる妖艶な美女の、激しい本能ともいえる

情念と、一方、真実の愛を遂げられて人間

らしい清楚な女の幸せを求める願いの狭間

で、切ないまでに苦しむ女の心情に、僧は

やはり切ない愛しさと心残りを覚えつつ山

を降りていった。

　真実の愛を知った女は「私は魔女ではあ

りませぬ」と、僧の変わらぬ想いを切々と

歌い続けるのだが、その歌声は僧の胸に、

かっての女の姿そのままに響いていくの

だ。

　オペラ『高野聖』パンフレット「あらす

じ」より

+-+-+-+-+-+

　金沢は闇の街であると栗本慎一郎は『都

市は、発狂する』で書いていたように金沢

の夜の街には不思議な趣がある。特に鏡花

が生まれ育ったあたりには、時間が止まっ

てしまっている。気がつくと異空間への入

り口を通り越してきたことに幽玄な感じを

覚える。そのような泉鏡花の世界を描くオ

ペラの初演に立ち会えたことの幸運を感謝

する。

　一幕でクライマックスは終わったものと

思っていたら、さらに深い鏡花の世界が描

かれていたことに、金沢の街と同じようだ

と感じる。それはどこまでいっても飲み込

まれてしまい、まるで底がないような闇の

世界である。

　金沢発のこのオペラが長く絶賛されるで

あろうことを予感させられた、そんな12月

の夜であった。



2012. 1 №66県　薬　レ　ポ　ー　ト

－21－

　薬師寺東塔が解体修理されると最初に耳

にしたのは平成21年の春である。その年秋

に事前調査のため一時覆屋がかぶされた

が、22年が遷都1300年記念のため、春から

10月末までは東塔西面扉が開扉され内陣が

公開された。９月に内陣に入った折、天井

絵の宝
ほうそう

相華
げ

文
もんよう

様もはっきり見えず、素人目

にもかなりのひどい傷みようが各部に見て

取れた。

　東塔は各層に裳
も

階
こし

をつけた小屋根と大屋

根が二層になっているので、一見六層にみ

えるが三重塔である。「六階にみえても三

重塔なので誤解（五階）のないように」、

「大屋根の天武天皇が裳階の持統天皇（天

武天皇の后
きさき

）を抱きしめている形」などと

説明される。

　東塔には忘れられない思い出がある。

　まだ西塔の礎石がある頃で、礎石の上に

立って東塔を見上げた最初の出会いが忘れ

られない。昭和50年あるいはその前年かも

知れないが曇り空だった。その後昭和56年

に新しく西塔が建立され、古の東塔と並ぶ

光景となった。両塔が同時開扉された平成

８年３月が東塔に入った最初である。西塔

内で山田法胤執事長（当時）の読経の後、

東塔に移動して再び10人ばかりの参拝者と

一緒に般若心経をあげる。勤
ごんぎょう

行が終わり東

塔を出て本坊方向へ５メートルほどのとこ

ろで、法胤師は思い出したように振り返

り、「川崎さんによろしくゥー・・・」と

去って行かれた。この情景が15年を経た今

も、ついこの間のことのように鮮やかに目

に焼きついている。川崎さんは、当時石川

県薬会長を務めていた二年先輩である。

　「東塔解体修理」の報に接してから、遠

く離れた地にいる者には、その姿を隠して法要開始前の東塔（金堂側から）

　

院瀬見　義　弘　

　【古寺との結縁】その13

薬　師　寺
～東塔　晴れ姿一番の日～
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しまう日が分からな

いまま10年間ほどは

みられないとの思い

が常にあった。が、

そんな懸念が払拭さ

れるとはさすが薬師

寺さんだ。考えても

みなかった「東塔大

修理着工法要」が平

成23年６月25、26日

に行われ、どちらか

の日を選べる招待状

をいただいたのであ

る。この歴史的瞬間には何としても参加し

ようと決意した。そして、この日が東塔と

の別れの日なのだと自分なりに位置付け

た。

　６月25日は梅雨の最中とあって、雨の確

率が高かったので、傘を用意して前日に奈

良へ。ところが雨の心配は消えたものの、

真夏並みの暑さに見舞われることとなっ

た。24日は埼玉や群馬で39.8℃を記録する

など、各地でこの時季にしては記録的な猛

暑と報道される。

　近鉄西の京駅９時25分着の電車を降りる

と、東塔へ向かう人波となる。この波に

乗って東僧坊の裏を歩いていた時、こっち

を見て手を振り「やあー、こんにちは

ア・・・」と、太く大きな声。こちらは気

づくのが遅れてしまったが、大谷徹奘師で

ある。役目がらお忙しいはずと簡単な挨拶

ですませたが、この日に最初にお会いでき

るとは、やはり何か深いご縁を感ずる。

　総合受付で封筒と席札を受け取る。東塔

から西塔、金堂から中門に囲まれた広い範

囲の芝生の上におびただしい数の椅子が

ぎっしりと並べられている。席札西②の位

置は舞台から西塔側で中門寄りのエリアで

ある。比較的前方に座れて、見回せば特設大谷徹奘師

西塔側から望む東塔
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された舞台は西側からは正面になる。金堂

の扉も中門の扉もいつもと違ってすべて閉

じられている。

　法要が始まる直前に「山田法胤管主の特

別な心遣いで炎天下の熱中症を避けるため

にと急遽お茶を一本ずつお配りします」と

徹奘師から説明がある。そして、「受付で

渡した封筒の中に記念品の手ぬぐいが入っ

ているので、直射日光を遮るために頭から

被ってください」と。新品の手ぬぐいをす

ぐこの場で汗まみれにするのには躊躇した

が、暑さ対策はほかに何もしてないので被

ることにした。やはり被るとずいぶんまし

なことを実感した。手拭は東塔の絵柄で

「発
ほつ

菩
ぼ だ い

提心
しん

　荘
しょうごんこくど

厳国土」と青く染め抜かれ

ている。

　法要は10時半から式次第に従って始まっ

た。

一、奉納舞

　本堂の扉が開いて、たびたび薬師寺に参

拝しているご縁という市川団十郎丈の登場

で「三
さんばそう

番叟」を舞う。正月や祝儀に上演さ

れるが、今回は特別な形の奉納で、鳴り物

長唄の流れる暑い中で、飛び跳ねる激しい

動きの多い体力を消耗する舞いで目を惹き

つける。

一、散
さ ん げ

華

　舞台中央には東塔内に安置されていた釈

迦苦行像が祀られ、左に式衆14人、右に長

老お二人が並び、読経のなか散華が撒かれ

た。天空に仕掛けられた袋から大量に降っ

てきたが、風の吹きようで金堂方向になび

くばかりで、こちらの方には全く舞い降り

てこない。青空にひらひら舞い落ちる五色

の紙片は絵になるものだったが、上を見上

げるばかりで写真も撮り忘れてしまった。

夏の青空を背に、水煙の先端に取り付けら

れた五色布がはためくたびに、東塔は長い

歴史の中で一番の晴れ姿を誇示するかのよ

うである。

一、棟札おろしの儀

　主に屋根や相輪などの修理が行われた昭

和2�年に東塔内に安置されていた棟札が、

白布に巻かれて雅楽にのってゆっくりと東

塔の最上階から地上に60年振りに降ろされ

るクライマックスである。棟札は舞台上の

法胤管主にうやうやしく手渡された後、釈

市川団十郎丈の奉納舞（朝日新聞より）
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迦苦行像の横に立てかけられる。棟札には

大僧正凝胤、副寺主好胤など当時の施主名

が書かれている。

一、表
ひょうびゃく

白　（注：法会のとき、その趣旨

を仏前で読み上げる文）抜粋

　―中略―　国宝ノ東塔ハ　初メ明日香藤

原京ニ　天武天皇・持統天皇ニ依テ創建々

立サルル　然ル後　都ハ平城京遷都ニ伴イ

薬師寺ハ　西暦七一八年ヨリ移建　今此ノ

地西ノ京ニ　移サレ　今日ニ至ル　風雪人

災ニ耐エ　千三百年ノ時風ノ中　名塔ノ誉

レ高ク「凍レル音楽」ト愛称サレ　佐々木

信綱博士ノ東塔讃歌有リ　又『鹿鳴集』ノ

歌人　会津八一先生ノ東塔ヲ慕イシ歌数種

アリ

　然レドモ星霜ヲ重ヌル間　白蟻風雨ニ浸

食サレ　心柱・四本柱・側柱等　悉ク空洞

化進ミ　文化庁調査指導ノ結果　解体大修

理トナル　国庫補助金　薬師寺御写経勧進

ノ浄財　奉賛会々員ノ浄財　更ニ奈良県・

奈良市ノ補助金ヲ加エテ　総工費約

二十七億円也

　修理完了ハ平成三十年ト定メ　本日東塔

棟札降シノ儀式ヲ挙行シ修復成就ヲ誓イ　

工事ノ無事ヲ祈ル　―中略―

　伏シテ乞イ願ウ　本日東塔大修理着工法

要ニ参列随喜者　有縁ノ善男子善女人　薬

師寺伽藍復興写経勧進結縁者　東塔大修理

特別写経結縁者　奉賛会々員等　各家ノ先

祖代々證大菩薩ノ為ニ　阿弥陀仏名　東日

本震災被害者諸願成就ノ為ニ　釈迦牟尼宝

号　衆病悉除身心安楽ノ為ニ　薬師仏名　

乃至法界　平等利益　　　　

　南無釈迦牟尼仏　南無釈迦牟尼仏　南無

釈迦牟尼仏

　平成二十三年六月二十五日・二十六日　

　　　　　　　　薬師寺管主　法胤　敬白

　独特の抑揚と長短の節がある読み方で、

法話中の山田法胤管主

棟札おろしの儀（朝日新聞より）
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耳に心地よい声
しょうみょう

明の響きである。

一、読経　代表焼香

　すでに東塔特別写経の10巻を完納された

方などの焼香が読経のなかに続く。

一、記念法話　　山田法胤管主

　暑さにとうとう耐えがたくなったので、

西塔が影をなす僅かな部分に移動して、管

主の法話に聞き入る。いつものように味わ

い深い中にユーモアあふれる巧みな話術に

時を忘れる。「人間とは誠に勝手なもの

で、今日は雨が降るかどうか、なんとか降

らないでほしい。こんなに晴れたが、カン

カン照りになれば少しは曇ってほしいと願

う・・・。今の社会状況の中で、戦後のモ

ノのない時代の原点に戻るということか

ら、昼食は日の丸弁当にしました。そし

て、当時は死に際にしか食べられない貴重

な食べ物だったバナナを今日の日に合わせ

て熟成されたことに

感謝して・・・」。

　回廊内の日陰で日

の丸弁当をいただ

き、最後となる東塔

内陣を参拝した。そ

して、講堂横の立礼

席で法胤管主と記念

撮影をいただけたこ

とは何にも代え難い

記念品になった。

　与楽門付近で萩の

花が咲いているのに

早っ！と驚きながら、玄
げんじょうさんぞういんがらん

奘三蔵院伽藍での

野点がこの日の最終章。うだる暑さしのぎ

に写経道場に入って一休みする。横で手を

洗う人の腕はまさに赤
あかはだ

膚焼
やき

だ。写経場での

一休みは超長休みとなり、暑さの中でまた

歩きまわるのも難儀で、それ以降の予定を

早めて帰路に着いた。

　翌25日の朝日新聞には‘国宝よ無事で’

の見出しで、棟札を舞台に運ぶ写真が掲載

東塔（手前）と西塔（奥）（東院堂から）

山田法胤管主と



2012. 1 №66県　薬　レ　ポ　ー　ト

－26－

原稿を募集しています｡

◇｢県薬レポート」では、この小冊子をより一層

愛されるものにしたいと願って、読者の皆様か

ら広く原稿を募集しています。

◇テーマや内容、体裁は自由です。評論、随筆、

意見、提言、店頭体験談、趣味の話、詩、短

歌、俳句、川柳、或はマンガ、イラスト、カッ

ト、写真等々何んでも結構です。ただしあまり

長いものは御遠慮の程を……。

◇用紙や宛先等は下記のとおりです。

　用紙：400字詰原稿用紙又はハガキ

　〆切：特に設けていませんいつでもどうぞ

　宛先：金沢市広岡町イ25－10

　　　　　社団法人石川県薬剤師会内

その他：採否は編集係におまかせ下さい。なお、

いただいた原稿はお返しできませんので

ご了承下さい。

「県薬レポート」編集係
編集員：坂元　倫子、中森　慶滋、西上　　潤

　　　　橋本　昌子、三浦　智子、森　　正昭

石川県薬剤師会ホームページのアドレス

　http://www.ishikawakenyaku.com/
会員専用パスワード

　ID:ipa01   password:ipa01(いずれも半角入力)

ｅメール・アドレス

　isiyaku@plaza-woo.jp

薬剤師生涯学習説明会　1月15日開催（予告）

　６年制薬剤師の誕生が間近になり，薬剤師の生涯学習が本格化して参りま

した。県薬では新たに生涯学習委員会を設置し，日本薬剤師会が取り組んで

いる｢薬剤師プロフェッショナルスタンダード｣（日薬ＰＳ）を基本とする学

習システムを積極的に活用して，みなさまの生涯学習を支援してゆく所存で

す。すでに通知していますが，１月15日｢生涯学習・日薬支援システム｣の説

明会には是非ご参加ください。

（中森慶滋　石川県薬剤師会・生涯学習委員会委員長）

され、参列者は4000人とあった。また、法

要が終わって間もない30日には法胤管主が

二人の僧侶と岩手県宮古市の出崎埠頭で、

海に向かって震災の犠牲者の冥福を祈って

読経法要したとの新聞記事は表白で述べら

れたことの実証である。

　東塔は相輪まですっぽり覆う高さ42.5

メートルの鉄骨造りの覆屋が被され、２年

がかりですべて解体されるが、修理現場の

公開も予定されているらしい。破損部材の

取替えや繕いをして、構成部材は約9000

点、瓦は約２万点の一点ごとにすべて番号

札がつけられる創建以来最も大きな修理工

事が始まる。修理が完了した東塔の晴れ姿

を再び目にすることができるだろうか、極

めて心もとない昨今である。

参考書

『薬師寺』第168号　　平成23年６月25日

発行


